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3.ダ イ ア レル 。クロ ス に よ る ヒノ キ 、ロー ソ ン ヒ ノ キ、 ア ラ ス カ ヒ ノ キ の

種 内 お よ び 種 問 交 雑 に 関 す る研 究

宮島 寛 ・宮崎安貞 ・田島正啓

この研 究は、ヒ ノキ属の5樹 種す なわ ち ヒノキ、xx一 ソンヒノキ,、ア ラス カヒノキについて

種内 ・衝間交雑に関連する諸問題を究明するために 謹97裳 年5馬 から始めたものである。始

めたばか9で どのように研究を展開するかまだ流動的に考えている点 も少な くkい が《 ここで

はその経過を報告する。

母 樹

交配に 用いたヒ ノキは、1964年4月 に粕屋演習林林 木育種 試験地構 内に集植 された ヒノ

キの精英樹つ ぎ木 ク ロー ンである。ク ローン数は28で 、1ク ロー ン当g4～16本 を 試験 用



用と した。 ロー ンヒノキは実生の5年 生 で本試験地で育成 した ものである。

花 粉

アラス カ ヒノキ の花粉は、 オレゴン州 コパ リス で採取された もので、U.S.A.山 林 局の

サ イレン氏か ら寄贈 を うけた。 ヒノキお よび ロー ソンヒノキの花粉は、5月20日 に 前記母樹

か ら雄i花をなるべ く多 く着けている小枝 を1～ 数本 つつ選 び、長 さ約50(nnva切9と つて交配

袋 をかけた後、5角 フラス コに水 ざしした。 これ らか ら5月31日 に袋 をあけて花 粉 を集 め調

製 した。採集 で きた花粉の種類 は最終 的にア ラス カヒノキ1、 ローソンヒノキ1、 ヒノキ24

で計26種 類 で あつた。

交 配

林木 育種 協会の花粉銃 用 ガラス容器 に入れた花粉は、それぞ れ試射テス トを行 なつた後、雌

花 の珠心液 の浸 出状 況 を参考 に しなが ら4月2、5、4日 に第1回 注入 を行 なつた。 これ よ9

先 に、3月20日 に雌 花は林木 育種協 会の ヒノキ用パ ーチ メン ト2重 交配袋 で袋 かけ をしてお

いた。袋 かけは、雌 花のついた枝 を手 に よつて除 雄iした後、 エス ロン綿 を枝にま き袋 をかけ銅

線 で袋 を綿 とともに固定 した。 第2回 の花粉 注入 は4月10～12日 に行 なつたが、 実験規 模

は花粉親26に 対 して母 樹20に 交配す る とい う大 きさであつた。

袋 はず し

花粉 注入後 に、本試験地一帯は かな9の 強風が数次 にわたつ て吹 き荒 れ、 この風 で袋 かけ を

した枝が折れた もの を生 じた。交配後半 月 を経た4月27、28両 日に袋 をと9は ず した。葉

の一部が袋 かけ期間 中の温度上昇 のた めか枯れて しまつた ものは約1割 であつて、 この被 害は

特定 ク ロ。 ンに集 中的 に発生 した。

天然授粉の回避

袋かけ以前 に天然授粉が なされ なかつた か どうか を調べた。袋 かけ を して花粉 を注入 しなか

つた もの と、袋 かけ を して花粉 を注入 した ものとを同一 ク ロー ン内で比較 した。4月27、28

両 日の調査 では、花粉 を注入 しなかつた袋 内の雌花はいずれ も未発達 であつたが、花粉 を注入

した ものは雌花が ふ くらん でその容積は約lO倍 になつて いた。 したがつて、袋 かけ は花粉が

自然状態 で飛散す る以前 に適確 に行 なわれた もの と推定 された。

つ ぎに、表1に 雄花、 雌花の着花状況 をク ローン別 に示 した。 また表2は 交配組合せお よび



花粉の注入回数を示 した。

表1雄 花、 雌花の着花状 況

(1972.5b20)
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